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写真上が西。中央上部に「塩浜」（＝塩田）、その周囲に「汐入」とある。矢印のすぐ左の「大門」は紀三井寺楼門。
西に「大川」（和歌川）が、北に「和田川」が流れ、村内にも大小の河川があり陸地が小島のようになっていた。

写真②　写真①矢印の方向に紀三井寺から望む
中央に県立医科大病院が、その南に国道42号がみえる。左下に見える道は紀三井寺楼門に至る参道。写真①と見比べる
と、病院や国道42号付近にかつて塩田が存在し、紀三井寺参道より西側一帯が「汐入」（田畑池沼に海水が入りこむこ
と）、つまり浸水したことが分かる。
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〔
一
八
五
九
〕
作
成
か
。
仮
三
一
六
七
）
の
内

容
か
ら
、
少
な
く
と
も
同
時
期
の
塩
田
に
は
石

垣
で
作
ら
れ
た
堤
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
紀
三
井
寺
村
近
く
の
和
歌
浦

塩
田
で
も
堤
が
確
認
で
き
ま
す
か
ら
（
写
真

④
）
、
紀
三
井
寺
村
の
塩
田
も
同
様
の
形
状

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
岩
﨑
家
文
書
に
は
、
塩
田
の
位
置
が
分
か

る
「
汐
入
図
」
が
あ
り
ま
す
（
写
真
①
・
⑤
。
仮

二
〇
三
四
）
。
「
汐
入
図
」
の
具
体
的
な
作
成
年

代
は
不
明
で
す
が
、
「
口
上
書
」
と
同
時
期
か
、

或
い
は
そ
の
前
後
の
期
間
に
、
紀
三
井
寺
村
周
辺

の
田
畑
の
汐
入
被
害
箇
所
を
示
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

 　
「
汐
入
図
」
と
現
在
の
地
図
（
地
図
②
）
と

を
比
較
し
て
み
る
と
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
頃

に
は
、
今
の
国
道
四
二
号
と
県
立
医
科
大
病
院

の
辺
り
や
そ
の
北
側
に
塩
田
が
広
が
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
写
真
②
も
参
照
）
。

　
紀
三
井
寺
村
の
塩
田
の
位
置
が
具
体
的
に
分

れ
、
と
く
に
三
葛
の
塩
は
紀
州
藩
で
最
も
優
れ

た
塩
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
紀
三
井
寺
村
に
お
け
る
製
塩
方
法
は
上
げ
浜

式
（
海
水
を
人
力
で
汲
み
揚
げ
て
砂
浜
に
撒
布

し
、
蒸
発
・
集
積
・
煮
沸
を
行
い
採
塩
す
る
）

だ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
手
を
加

え
な
い
自
然
の
砂
浜
を
利
用
し
た
自
然
浜
的
上
げ

浜
だ
と
い
う
指
摘
や
、
浜
の
周
り
に
堤
を
設
け
て

樋
を
通
し
、
撒
布
す
る
た
め
の
海
水
を
塩
田
に
導

入
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
ま
た
、
享
保

年
間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
の
頃
と
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
以
前
は
上
げ
浜
式
だ
っ

た
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
間
も
上
げ
浜
式
だ
っ
た

か
は
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
近
世
の
紀
三
井
寺
村
を
描
い
た
絵
図

か
ら
は
、
堤
や
樋
な
ど
の
設
備
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
（
写
真
③
）
。
し
か
し
、
同
村
塩
田

の
普
請
に
関
わ
る
集
銀
や
入
用
勘
定
の
史
料

（
仮
四
五
四
五
・
四
六
六
七
）
、
塩
業
と
石

垣
普
請
に
関
す
る
「
口
上
書
」
（
安
政
六
年

た
も
の
。
つ
ま
り
、
紀
三
井
寺
村
の
塩
業
の
歴

史
が
分
か
る
記
録
が
な
い
た
め
全
容
は
捉
え
よ

う
も
な
く
、
二
、
三
人
の
古
老
か
ら
聞
い
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
は
紀
三
井
寺

村
の
塩
業
に
関
す
る
史
料
は
い
く
つ
か
残
っ
て

は
い
る
の
で
す
が
そ
れ
で
も
多
い
と
は
い
え

ず
、
塩
業
形
態
や
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
不
明
な

点
が
多
い
こ
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
、
現
在
当
館
で
整
理
中
の
岩
﨑
家

文
書
（
岩
﨑
家
は
紀
三
井
寺
村
に
お
い
て
、
近

世
で
は
庄
屋
を
、
近
代
に
は
村
長
や
村
会
議
員

な
ど
を
輩
出
し
た
家
）
に
は
、
紀
三
井
寺
村
の

塩
業
に
関
す
る
史
料
が
僅
か
な
が
ら
も
残
っ
て

お
り
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
お
け
る
紀
三
井
寺

村
の
塩
業
、
塩
田
の
実
態
が
垣
間
見
え
ま
す
。

以
下
、
岩
﨑
家
文
書
所
収
の
史
料
を
中
心
に
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
紀
三
井
寺
村
周

辺
の
塩
業
に
つ
い
て
判
明
す
る
二
、
三
の
事
が

ら
を
み
て
い
き
ま
す
。

　
提
示
す
る
岩
﨑
家
文
書
は
仮
目
録
番
号
で
、

以
下
丸
括
弧
内
に
「
仮
～
」
で
番
号
を
示
し
ま

す
。
ま
た
、
一
部
の
引
用
史
料
に
は
読
み
や
す

い
よ
う
句
読
点
を
打
ち
な
お
し
て
い
ま
す
。

■
紀
三
井
寺
村
周
辺
の
塩
田

　
紀
三
井
寺
村
周
辺
の
塩
田
に
つ
い
て
、
『
紀

伊
続
風
土
記
』
巻
十
五
「
名
草
郡　

毛
見

浦
」
、
巻
九
十
七
「
物
産
第
五　

製
造
部
」

や
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
か
ら
同
四
年

（
一
七
一
九
）
に
か
け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る

『
紀
伊
御
法
度
集
』
「
塩
浜
之
事
」
に
よ
る

と
、
紀
三
井
寺
や
三
葛
の
あ
た
り
に
は
か
つ
て

名
草
の
浜
と
い
う
砂
浜
が
広
が
り
、
の
ち
村
や

塩
田
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
こ
の
地
域
で
作
ら

れ
た
塩
は
極
上
の
塩
と
し
て
紀
州
藩
に
献
上
さ

写真③　�紀三井寺村の塩田（黒丸部分）和歌山市立博物館所蔵
『名所図画』より（部分、一部加工）

浜のうえで作業をしている人物がいる。隣にみえるのは塩を煮込
むための家屋か。右にみえるのは紀三井寺。

■
紀
三
井
寺
村
に
は
か
つ
て
塩
田
が
あ
っ
た

　
和
歌
山
県
で
は
、
近
代
以
前
か
ら
和
歌
（
現

和
歌
山
市
和
歌
浦
地
区
）
、
黒
江
・
日
方
（
現

海
南
市
）
、
田
辺
（
現
田
辺
市
）
な
ど
の
沿

岸
部
で
は
塩
作
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
紀
三

井
寺
村
及
び
三
葛
村
（
現
和
歌
山
市
紀
三
井

寺
・
三
葛
。
地
図
①
参
照
。
明
治
二
十
二
年

〔
一
八
八
九
〕
、
両
村
含
め
五
か
村
が
合
併
し

て
紀
三
井
寺
村
と
な
る
）
の
地
域
で
も
塩
田
が

存
在
し
、
塩
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

 　
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
刊
行
の
、
大

蔵
省
主
税
局
・
専
売
局
『
大
日
本
塩
業
全
書
』

第
一
編
「
大
阪
塩
務
局
紀
三
井
寺
出
張
之
部
」

に
は
紀
三
井
寺
村
の
塩
業
の
沿
革
に
つ
い
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
「
一
ノ

記
録
ノ
存
ス
ル
ナ
ク
、
又
旧
来
ノ
事
跡
ヲ
知
ル

モ
ノ
ナ
ク
、
殆
ト（

ど
）
空
漠
ニ
属
ス
ル
カ（
が
）
如
シ
ト

雖
（
い
え
ど
も
）
、
今
二
三
古
老
ノ
語
ル
処
ヲ
記
述
」
し

地
図
①　

�

和
歌
山
市
周
辺
図
（
国
土
地
理
院
地
図
・
空
中
写

真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
よ
り
。
一
部
加
工
）

中
心
の
〇
で
示
し
た
辺
り
が
か
つ
て
の
紀
三
井
寺
・
三
葛
村

地
域
。

写真④　�和歌浦の塩田　和歌山県立図書館所蔵『紀州和歌浦絵
図』より（部分、一部加工）

白丸部分が堤で、塩田の周りを堤で囲っている様子が分かる。

動
揺
す
る
陸
奥
宗
光

動
揺
す
る
陸
奥
宗
光

―

三
国
干
渉
へ
の
初
動
対
応―

―

三
国
干
渉
へ
の
初
動
対
応―

令
和
三
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

　文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

―

『
紀
州
東
照
宮
文
書
』
よ
り―

―

『
紀
州
東
照
宮
文
書
』
よ
り―

南
竜
神
社
の
古
文
書

南
竜
神
社
の
古
文
書

令
和
三
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

令
和
三
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

令
和
３
年
度

　公
文
書
の
引
継
・
収
集

令
和
三
年
度

　公
文
書
の
引
継
・
収
集

岩
﨑
家
文
書
か
ら
み
る
、

和
歌
山
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
風
景

岩
﨑
家
文
書
か
ら
み
る
、

和
歌
山
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
風
景

ケ
ー
ス
展
示
か
ら

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念
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か
る
の
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
以
降
の

地
図
し
か
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の

紀
三
井
寺
村
の
地
形
や
、
塩
田
の
位
置
が
分
か

る
点
で
も
「
汐
入
図
」
は
貴
重
と
い
え
ま
す
。

  

あ
っ
て
塩
業
を
営
む
者
も
絶
え
、
一
部
の
塩
田

は
畑
地
に
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
塩
業
も
断
絶
し

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
『
大
日
本
塩
業
全
書
』

に
記
す
「
一
ノ
記
録
ノ
存
ス
ル
ナ
ク
、
又
旧
来

ノ
事
跡
ヲ
知
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
殆
ト（

ど
）

空
漠
ニ
属

ス
ル
カ（

が
）

如
」
き
認
識
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

■
塩
務
局
出
張
所
建
設
は
我
ら
が
村
に

　
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
の
時
点
で
塩

業
は
途
絶
え
た
よ
う
で
す
が
、
翌
年
に
は
林
喜

兵
衛
と
い
う
人
物
が
、
村
内
に
ま
だ
残
っ
て
い

た
塩
田
を
全
て
買
い
取
り
、
製
塩
方
法
を
改
良

し
て
塩
業
を
再
開
し
た
よ
う
で
す
。

　
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
、
日
露
戦
争

の
戦
費
調
達
を
主
な
目
的
と
し
て
塩
専
売
法
が

交
付
さ
れ
塩
専
売
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
制
度

を
担
う
出
先
機
関
と
し
て
、
全
国
二
二
か
所
に

塩
務
局
が
設
け
ら
れ
、
塩
務
局
の
管
轄
と
し
て

さ
ら
に
全
国
一
六
八
か
所
に
出
張
所
が
置
か
れ

ま
す
。
紀
三
井
寺
出
張
所
は
そ
の
一
つ
で
大
阪

塩
務
局
の
管
轄
下
に
あ
り
ま
し
た
。

　
『
紀
三
井
寺
村
誌
』
に
よ
れ
ば
紀
三
井
寺
出

張
所
の
沿
革
は
、
明
治
三
十
八
年
に
民
家
を
利

用
し
た
仮
庁
舎
が
大
字
紀
三
井
寺
一
〇
一
二
番

地
に
設
け
ら
れ
、
翌
年
十
二
月
、
大
字
紀
三
井

寺
字
中
浜
新
畑
六
七
三
番
地
に
新
庁
舎
を
造
営

し
て
移
転
し
（
以
上
、
地
図
③
参
照
）
、
明
治

四
十
三
年
に
廃
局
と
な
り
ま
し
た
。
以
上
の
経

緯
を
少
し
詳
し
く
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
『
大
蔵
省
臨
時
建
築
部
年
報
』
第
一
に
は
、

塩
務
局
出
張
所
建
設
に
関
わ
る
規
程
が
あ
り
、

そ
の
内
容
は
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
す
。

「
汐
入
図
」
に
お
い
て
「
汐
入
」
と
記
さ
れ
た

箇
所
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
（
写
真
①
・

⑤
）
。
現
在
の
紀
三
井
寺
地
域
で
い
え
ば
、
同

地
域
を
南
北
に
縦
断
す
る
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
よ
り

西
側
一
帯
を
中
心
に
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
浸

水
し
た
よ
う
で
す
（
地
図
②
）
。
「
汐
入
図
」

で
は
田
畑
の
被
害
の
み
記
し
て
い
ま
す
が
、
浸

水
範
囲
の
広
さ
を
み
る
と
家
屋
や
塩
業
に
関
わ

る
施
設
、
設
備
な
ど
も
被
害
を
受
け
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　
次
に
「
塩
焼
共
之
内
絶
家
…
」
に
つ
い
て
。

「
流
行
病
」
は
安
政
六
年
の
コ
レ
ラ
流
行
の
こ

と
で
、
『
南
紀
徳
川
史
』
に
よ
る
と
農
村
で
は

九
五
〇
〇
名
ほ
ど
が
病
死
し
た
と
い
い
ま
す
。

「
口
上
書
」
に
よ
れ
ば
、
紀
三
井
寺
村
周
辺
で

も
コ
レ
ラ
に
よ
り
一
三
〇
名
余
り
が
病
死
し
、

か
つ
ま
だ
多
く
の
病
人
も
お
り
、
な
か
に
は

「
塩
焼
共
之
内
絶
家
」
、
つ
ま
り
塩
業
を
営
む

家
の
う
ち
絶
え
て
し
ま
う
家
も
あ
り
、
塩
業
人

口
が
減
少
し
て
し
ま
う
状
況
が
あ
っ
た
の
で

す
。

　
以
上
の
よ
う
に
「
口
上
書
」
か
ら
は
、
塩
を

作
る
た
め
の
土
地
（
「
塩
浜
」
）
と
人
（
「
塩

焼
共
」
）
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
高
潮
と
疫
病
の
被

害
を
蒙
り
、
塩
業
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
状
況

が
幕
末
に
生
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

時
代
は
下
り
ま
す
が
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
の
『
紀
三
井
寺
村
誌
』
（
和
歌

山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
所
蔵
）

で
は
「
昔
ハ
盛
ン
ニ
塩
焼
ヲ
営
ミ
シ
カ（

が
）

」
、

「
労
銀
及

（
お
よ
び
）

燃
料
ノ
昂
騰
ハ
製
塩
ノ
衰
退
ヲ

来（
き
た
し
）シ
、
漸
次
塩
田
ヲ
改
メ
テ
普
通
ノ
畑
地
ト

ナ
シ
、
明

（
一
八
九
二
）

治
廿
五
年
ニ
至
リ
該
業
ニ
従
事
ス
ル

モ
ノ
全
ク
跡
ヲ
絶
ツ
ニ
至
レ
リ
」
と
説
明
し
て

お
り
、
賃
金
や
燃
料
代
な
ど
費
用
の
問
題
も

■
塩
業
家
の
受
難
―
高
潮
と
コ
レ
ラ
が
襲
う

　
安
政
六
年
作
成
と
思
し
き
「
口
上
書
」
は
、
塩

業
の
盛
ん
な
紀
三
井
寺
・
三
葛
・
雑
賀
三
ヶ
村
の

村
役
人
が
作
成
し
た
文
書
で
す
が
、
石
垣
以
外
に

も
興
味
深
い
事
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
「
両
三
ヶ
村
塩
浜
之（

の
）

義
、
高
汐
ニ
付
塩

作
不
出
■

（
来
ヵ
）

」
と
「
流
行
病
ニ
［　
］
百
三
拾
余

人
病
死

仕
（
つ
か
ま
つ
り
）

（
中
略
）
塩
焼
共
之（

の
）

内
絶
家

ニ
も
可
相
■

（
成
ヵ
）

」
の
文
言
で
す
。

　
ま
ず
「
両
三
ヶ
村
塩
浜
之
義
…
」
か
ら
み
て

み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
一
文
だ
け
で
は
、
紀
三

井
寺
・
三
葛
・
雑
賀
の
三
つ
の
村
に
あ
る
「
塩

浜
」
（
塩
田
）
が
高
潮
に
よ
っ
て
浸
水
し
、
塩

作
り
が
で
き
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
し
か

判
明
せ
ず
、
具
体
的
な
被
害
な
ど
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
紀
三
井
寺
村
か
ら
そ
う
遠
く

は
な
い
黒
江
村
の
塩
田
で
も
何
度
か
津
波
に
よ

る
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
状
況
を

記
し
た
史
料
の
内
容
か
ら
、
紀
三
井
寺
村
だ
と

ど
の
よ
う
な
被
害
が
生
じ
得
た
の
か
が
想
像
さ

れ
ま
す
。

　
黒
江
村
で
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の

宝
永
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
津
波
に
襲
わ
れ
ま

し
た
。
津
波
に
よ
り
塩
田
の
堤
は
損
壊
し
塩
田

は
島
の
よ
う
に
な
り
、
製
塩
の
た
め
の
家
屋
や

諸
道
具
設
備
が
流
失
し
て
い
ま
す
。
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
の
安
政
南
海
地
震
で
も
津
波
に

よ
っ
て
塩
田
の
ほ
と
ん
ど
が
荒
浜
と
な
り
、
製

塩
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
黒
江
村
の
事
例
を
ふ
ま
え
る
と
、
紀
三
井
寺

村
の
場
合
も
高
潮
に
よ
っ
て
堤
が
損
傷
し
、
塩

田
が
荒
れ
製
塩
が
で
き
な
く
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
村
内
ま
で
海
水
が
浸
水
し
家
屋
や
製
塩
施

設
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
可
能
性
を
示
す
の
が
、
先
ほ
ど
も
見
た

地図②　�現在の紀三井寺（国土地理院地図・空中写真閲覧サービス
より。一部加工）

青丸は「汐入図」の汐入箇所に相当。
赤い線で囲った箇所は地図③の表示範囲を示す（地図③も参照）
黄色矢印は「三葛塩舟船出の地」碑の場所（写真⑬も参照）

写真⑤　「汐入図」（部分、一部加工。写真①も参照）
白丸箇所に「塩浜」（＝塩田）とある。青丸の箇所は「汐入」のあっ
た場所。川沿い一帯が被害を受けている。
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庁
舎
建
設
及
び
事
務
施
行
に
あ
た
り
恰
好
の

土
地
を
予
選
し
て
建
築
部
へ
通
知
し
、
通
知
を

受
け
た
本
部
が
調
査
員
を
派
遣
し
て
実
地
調
査

を
行
い
、
適
当
と
認
め
れ
ば
大
蔵
省
主
税
局
に

通
知
し
主
税
局
が
買
收
す
る
、
と
い
う
の
が
建

設
に
至
る
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ
で
し
た
。
建

設
地
選
定
で
は
、
交
通
の
便
や
道
路
状
態
、
土

地
の
水
質
・
地
質
・
湿
度
、
雨
水
や
悪
水
、
海

水
の
出
入
、
地
盤
、
自
然
災
害
な
ど
建
物
や
保

管
物
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
が
調
査
さ
れ
ま
す
。

実
際
に
庁
舎
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

其
（
そ
の
）

敷
地
ノ
多
ク
ハ
海
ニ
瀕
ス
ル
ヲ

以（
も
っ
て
）テ

、
或

（
あ
る
い
）

ハ
暴
風
怒
涛
ノ
害
ニ
遭（

あ
う
）フ

ノ
処
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス（

ず
）

。
故
ニ
之（

こ
れ
が
）カ

防

禦
上
堅
牢
ナ
ル
構
造
ヲ
要
ス
ル
ハ
勿
論
ナ

リ
。

小
屋
構
造
ハ
多
ク
洋
式
小
屋
ト
シ
、
庁

舎
、
表
門
衛
所
、
倉
庫
夫
控
所
ノ
如
キ

天
井
ヲ
以（

も
っ
て
）テ

蔽（
お
お
わ
）ハ

ル
ル
モ
ノ
及

（
お
よ
び
）

各
便
所
等
ハ
総（

す
べ
て
）テ

和
式
小
屋
ト
シ
、

何（
い
ず
れ
も
こ
れ
）

レ
モ
之
ニ
相
当
筋
違
挟
方
杖
等
ヲ
施
シ

テ
耐
震
的
構
造
ヲ
加
味
シ
一
ニ
震
災
風
害

ニ
対
ス
ル
弱
点
ヲ
補

（
お
ぎ
な
う
）
フ
コ
ト
ト
セ
リ
。

と
、
風
水
害
、
地
震
へ
の
対
策
を
重
視
し
た
構

造
で
主
要
な
建
物
の
外
観
は
洋
風
造
り
、
重
要

書
類
を
保
管
す
る
文
庫
が
レ
ン
ガ
造
り
な
の
は

防
火
目
的
で
、
入
り
口
や
窓
は
鉄
扉
を
用
い
る

な
ど
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
紀
三
井
寺
出
張
所
の
場
合
、
ま
ず
新
庁
舎
建

設
に
多
少
の
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
紀

伊
毎
日
新
聞
』
か
ら
分
か
り
ま
す
。
民
家
を
利

用
し
た
仮
庁
舎
は
「
処
務
上
不
便
を
感
せ（

ぜ
）

ら

る
ゝ（

る
）

も
の
蓋
し
少
な
か
ら
さ（
ざ
）

り
」
（
明
治

三
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
付
〔
出
張
所
移
転

式
祝
辞
に
よ
る
〕
）
と
、
業
務
上
不
便
な
環
境

庫
夫
控
所
、
表
裏
門
衛
所
、
便
所
、
廊
下
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
文
庫
は
レ
ン
ガ
造
、
そ
の
ほ
か

の
建
造
物
は
木
造
で
、
倉
庫
夫
控
所
・
外
来
人

便
所
・
門
衛
所
の
屋
根
は
亜
鉛
引
き
鉄
板
を
、

そ
の
ほ
か
の
建
物
の
屋
根
は
瓦
葺
を
用
い
る
の

が
基
本
で
し
た
。

　
紀
三
井
寺
出
張
所
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
岩
﨑
家
文
書
に
出
張
所
関
係
の
史
料
が
綴

じ
ら
れ
た
簿
冊
が
残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
⑥
。

仮
四
八
三
五
。
以
下
「
村
会
議
案
」
）
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
木
造
平
屋
瓦
葺
の
庁
舎
、

レ
ン
ガ
造
平
屋
瓦
葺
の
倉
庫
、
塩
倉
、
木
造

平
屋
造
瓦
葺
の
上
屋
、
巡
視
詰
所
、
外
来
人
控

所
、
便
所
、
廊
下
、
木
造
門
、
木
柵
、
井
戸
、

護
岸
石
垣
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
ほ
ぼ
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
設
備
で
し
た
。

　
ま
た
、
立
地
箇
所
付
近
（
地
図
③
）
を
様
々

な
角
度
か
ら
撮
影
し
た
絵
は
が
き
も
残
っ
て

お
り
、
そ
の
中
に
紀
三
井
寺
出
張
所
が
写
っ
て

い
る
絵
は
が
き
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
⑨
・

⑩
）
。

　
写
真
⑦
と
、
写
真
⑨
の
中
央
に
み
え
る
建
物

と
を
比
べ
る
と
、
窓
の
位
置
と
形
状
、
玄
関

ら
し
き
も
の
形
状
や
位
置
が
一
致
し
ま
す
。
建

物
は
Ｌ
字
型
設
計
で
す
が
（
写
真
⑧
）
、
写
真

⑩
の
建
物
（
白
矢
印
）
も
よ
く
見
る
と
Ｌ
字

る
こ
と
と
な
り
、
賃
金
が
出
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
二
百
人
ほ
ど
の
村
民
が
建
設
予
定
地
の
地

な
ら
し
に
協
力
し
た
よ
う
で
す
。

■
紀
三
井
寺
出
張
所
は
ど
ん
な
建
物
？

　
新
設
さ
れ
た
出
張
所
は
ど
ん
な
建
物
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
紀
三
井
寺
出
張
所
は
現
存
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
紀
三
井
寺
周
辺
を
写
し
た
絵

は
が
き
と
、
出
張
所
設
備
に
関
す
る
史
料
の
内

容
か
ら
様
相
が
具
体
的
に
分
か
り
ま
す
。

　
出
張
所
の
位
置
は
、
明
治
四
十
三
年
の
陸
軍

陸
地
測
量
部
図
測
量
図
（
二
万
分
の
一
地
形

図
）
か
ら
判
明
し
ま
す
（
地
図
③
）
。
現
在
の

紀
三
井
寺
参
道
に
あ
る
踏
切
の
北
西
側
あ
た
り

に
位
置
し
て
い
ま
し
た
（
写
真
⑪
も
参
照
）
。

 　
次
に
出
張
所
の
特
徴
を
確
認
し
ま
す
。
塩
務

局
出
張
所
に
は
等
級
が
設
定
さ
れ
、
等
級
ご

と
に
建
物
、
設
備
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
大
蔵
省
臨
時
建
築
部
年
報
』
第
一
に
よ
れ

ば
、
紀
三
井
寺
出
張
所
は
七
等
級
庁
舎
に
該
当

し
ま
す
（
写
真
⑦
設
計
図
正
面
図
、
写
真
⑧
平

面
図
）
。
七
等
級
出
張
所
に
は
庁
舎
、
文
庫
、

塩
倉
、
上
屋
（
貨
物
の
一
時
保
管
場
所
）
、
倉

で
し
た
。
そ
こ
で
、
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
土

地
を
選
定
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

海
草
郡
紀
三
井
寺
村
に
開
き
居
れ
る
大（

大
阪
）坂

塩
務
局
出
張
所
は
、
昨
今
適
当
な
る
敷
地

を
見
出
す
能（

あ
た
わ
）は

ざ
れ
ば
、
止
む
な
く
和

歌
浦
町
に
移
転
す
べ
き
計
画
あ
り
。

適
当
な
建
設
地
が
見
つ
か
ら
ず
、
や
む
を
得
ず

和
歌
浦
町
へ
の
移
転
計
画
の
話
が
で
ま
す
。
し

か
し
、
も
し
和
歌
浦
町
に
新
庁
舎
を
建
て
る
と
、

村
民
の
受
く
べ
き
不
利
益
少
な
か
ら
ず

（
中
略
）
何
分
塩
田
は
紀
三
井
寺
お
よ
び

三
葛
に
あ
る
を
以（

も
っ
て
）て

、
該
字
住
民
三
百
余

名
は
こ
れ
に
よ
り
て
塩
を
販
売
し
生
業
と

す
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
万
一
同
出
張
所

を
和
歌
浦
に
移
さ
れ
ん
か
、
交
通
不
便
な

る
上
に
天
災
一
た
び
来
れ
ば
全
く
そ
の
便

を
失
し
、
供
給
と
需
用
上
に
も
関
係
を
及

ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、
延（

ひ
）

い
て
住
民
に
も
多

少
の
影
響
を
与（

あ
た
う
る
）

ふ
る
こ
と
鮮
少
な
ら
ず
。

（
明
治
三
十
八
年
六
月
二
十
二
日
付
）

　
要
す
る
に
、
塩
田
は
紀
三
井
寺
及
び
三
葛
に

あ
り
、
塩
業
従
事
者
も
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
か

ら
同
じ
地
域
に
出
張
所
を
建
設
し
た
ほ
う
が
交

通
の
便
や
需
要
と
供
給
の
点
で
都
合
が
良
い
、

と
い
う
の
が
紀
三
井
寺
村
の
主
張
で
し
た
。
こ

の
た
め
何
度
か
代
表
者
が
大
阪
へ
赴
き
交
渉
・

陳
情
を
行
い
ま
す
。

移
転
す
べ
き
地
所
の
地
堅
め
を
行
ひ（

い
）

し

が
、
村
民
は
同
出
張
所
の
居
村
に
設
置
さ

る
ゝ（

る
）

事
と
な
れ
ば
（
中
略
）
自
然
力
を

之
（
こ
れ
）
に
傾
け
労
銀
を
受
け
ざ
る
に
尚（
な
お
）ほ
且

つ
約
二
百
名
の
人
夫
懸
声
勇
ま
し
く
現
場

に
赴
き
尽
力
す
る
と
こ
ろ
あ
り
き
。

（
明
治
三
十
八
年
九
月
二
十
七
日
付
）

　
結
局
紀
三
井
寺
村
内
に
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ

写真⑥「村会議案及関係書類」

地図③　測量図（部分、一部加工）
黄色矢印が指すのは出張所の地図記号（673番
地）。白矢印は村役場の地図記号で現在の紀三井
寺普門院付近。出張所仮庁舎（1012番地）も近
くにあったと思われる。地図②も参照。
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型
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
一
致
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
の
建
物
が
紀
三
井
寺
出
張
所
庁
舎

だ
と
判
明
す
る
の
で
す
。
写
真
⑨
の
出
張
所
庁

舎
の
左
側
に
見
え
る
門
ら
し
き
も
の
は
表
門
衛

所
と
思
わ
れ
、
庁
舎
と
門
衛
所
を
挟
ん
で
柵
が

並
ん
で
い
ま
す
。
写
真
⑩
中
央
の
長
方
形
の
建

物
（
黄
色
矢
印
）
は
、
お
そ
ら
く
塩
を
保
管
す

る
塩
倉
で
し
ょ
う
。
塩
倉
の
手
前
、
庁
舎
右
側

に
あ
る
の
は
上
屋
か
倉
庫
（
文
庫
）
で
し
ょ
う

か
。
控
所
な
ど
確
認
し
難
い
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
絵
は
が
き
で
見
る
限
り
で
も
マ
ニ
ュ
ア
ル

通
り
の
建
築
、
設
備
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

     ■
出
張
所
の
廃
局
と
村
役
場
へ
の
転
用

　
明
治
四
十
三
年
、
塩
価
や
生
産
の
調
整
な
ど

を
目
的
と
し
た
第
一
次
塩
業
整
備
に
よ
り
和
歌

山
県
内
の
塩
業
が
停
止
さ
れ
、
塩
業
者
も
廃
業

と
な
り
ま
す
。
出
張
所
も
廃
局
し
ま
す
が
、
紀

三
井
寺
村
で
は
、
出
張
所
を
村
役
場
な
ど
の
施

設
と
し
て
利
用
す
べ
く
払
い
下
げ
申
請
を
出
し

て
い
ま
し
た
。
申
請
に
あ
た
り
現
役
場
（
地
図

③
白
矢
印
）
に
つ
い
て
ま
ず
以
下
の
点
を
挙
げ

ま
す
。

①
紀
三
井
寺
村
は
帝
国
著
名
の
霊
場
（
紀
三
井

寺
）
の
所
在
地
。

②
近
年
交
通
機
関
の
整
備
に
伴
い
戸
数
が
増
加

し
ま
す
ま
す
興
隆
し
て
い
る
。

③
そ
れ
に
伴
う
自
治
業
務
の
繁
多
化
。

④
役
場
の
現
所
在
地
は
来
庁
に
不
便
で
あ
る
。

⑤
建
物
の
構
造
上
執
務
も
不
便
で
あ
る
。

⑥
立
地
の
良
い
場
所
に
役
場
を
建
て
る
こ
と
は

村
内
の
世
論
で
あ
る
。

と
、
村
の
現
状
や
、
現
役
場
の
欠
点
を
挙
げ
、

⑦
出
張
所
の
立
地
は
村
の
中
央
に
位
置
し
交
通

の
便
が
良
い
。

⑧
出
張
所
は
執
務
に
適
し
て
い
る
。

⑨
構
造
は
堅
牢
か
つ
優
美
で
あ
る
。

⑩
レ
ン
ガ
倉
庫
（
文
庫
）
は
書
類
を
保
管
す
る

う
え
で
安
全
で
あ
る
。

⑪
倉
庫
夫
詰
所
は
巡
査
の
駐
在
所
に
、
木
造
倉

庫
は
青
年
会
場
か
村
民
集
会
所
に
充
て
る
。

（
以
上
、
「
村
会
議
案
」
）

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
て
、
出
張
所
は
村

役
場
に
最
も
適
し
て
い
る
と
主
張
し
ま
す
。

　
出
張
所
の
建
築
は
大
蔵
省
に
よ
る
も
の
で
、

構
造
や
設
備
は
信
頼
で
き
る
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
見
た
目
が
優
美
と
い
う
の
は
、
洋
風

建
築
で
役
場
と
し
て
相
応
し
い
格
式
を
備
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
建
物
の
性
能

面
も
重
視
し
て
い
る
の
は
、
歴
史
的
に
地
震
や

水
害
が
起
き
や
す
い
地
域
な
ら
で
は
の
視
点
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
村
政
に
関
わ
る
文
書
も
適
切

に
確
実
に
保
管
で
き
る
点
を
意
識
し
て
い
た
こ

と
も
う
か
が
え
ま
す
。
立
地
も
、
和
歌
山
水
力

電
気
株
式
会
社
の
紀
三
井
寺
停
留
場
（
鉄
道

駅
。
写
真
⑩
青
矢
印
）
に
近
く
便
利
で
し
た
。

　
最
終
的
に
専
売
局
と
紀
三
井
寺
村
と
の
間
で

賃
借
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
出
張
所
は
役
場
と
し

て
の
利
用
が
実
現
し
ま
す
。
「
村
会
議
案
」
に

保
存
さ
れ
た
契
約
書
案
の
内
容
か
ら
、
少
な
く

と
も
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
ま
で
は
、
出
張

所
賃
借
の
契
約
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
出
張
所
の
誘
致
と
転
用
は
、
同
地
が
紀
三
井

寺
村
の
中
心
地
と
し
て
さ
ら
に
発
展
す
る
き
っ

か
け
、
象
徴
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
塩
業
と
と
も
に
変
わ
る
地
域
の
風
景

　
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
が
終
焉
を
迎
え
る

と
と
も
に
紀
三
井
寺
村
の
風
景
も
徐
々
に
変
わ

り
ま
す
。
な
か
で
も
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
村

内
の
い
く
つ
か
の
河
川
が
消
滅
し
た
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
汐
入
図
」
や
明
治
期
の

地
図
を
み
る
と
、
和
歌
川
及
び
和
田
川
か
ら
紀

三
井
寺
村
内
へ
大
小
の
河
川
が
通
り
、
陸
地
が

写真⑦　「七等庁舎設計図　正面図」
国立国会図書館デジタルコレクション
『大蔵省臨時建築部年報』第一より

写真⑪　写真⑨に類似の構図

写真⑧　「七等庁舎設計図　平面図」
国立国会図書館デジタルコレクション
『大蔵省臨時建築部年報』第一より

写真⑩　溝端佳則氏所蔵絵はがき『和歌の浦全景』（部分、一部加工）
紀三井寺境内から和歌浦方面を望む。

写真⑨　溝端佳則氏所蔵絵はがき『紀三井山全景』（部分）
参道から紀三井山を望む。
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小
島
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
形
は
紀
三
井
寺
村
の
特
徴

と
も
い
え
、
現
在
と
は
違
っ
た
光
景
が
広
が
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
（
写
真
⑫
）

 　
な
ぜ
河
川
は
削
減
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
考
え
る
う
え
で
、
紀
三
井
寺
村
会
に

て
、
河
川
は
塩
業
を
行
う
う
え
で
必
要
だ
っ
た

と
言
及
さ
れ
て
い
る
点
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

　
も
と
も
と
こ
の
地
域
で
作
ら
れ
た
塩
は
三
葛

村
に
集
め
ら
れ
、
三
葛
川
舟
と
呼
ば
れ
る
舟
に

塩
を
載
せ
て
（
写
真
⑬
）
、
紀
の
川
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
橋
本
町
塩
市
場
（
現
橋
本
市
）
へ
届
け

る
渡
し
舟
で
利
用
さ
れ
た
よ
う
な
河
川
で
し
ょ

う
。
の
ち
に
和
歌
山
水
力
電
気
株
式
会
社
か

ら
、
線
路
敷
設
に
伴
う
河
川
整
備
工
事
及
び
費

用
の
負
担
の
話
も
あ
り
川
は
埋
め
立
て
ら
れ
ま

す
（
「
村
会
議
案
」
）
。

　
明
治
四
十
四
年
の
時
点
で
も
堤
防
維
持
費
は

村
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
た
た
め
今
度
は
、
そ

の
も
と
で
あ
る
不
用
と
な
っ
た
河
川
、
す
な
わ

ち
塩
業
に
用
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
河
川
を
無
く

そ
う
と
す
る
話
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。
こ
う
し

て
近
代
以
前
か
ら
紀
三
井
寺
村
や
三
葛
村
の
塩

業
を
支
え
て
き
た
河
川
は
、
塩
業
廃
止
後
に
は

消
滅
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

（
参
考
文
献
）

『
和
歌
山
県
史
』
近
世
、
近
現
代
一
（
和
歌
山

県
、
一
九
九
〇
、
一
九
八
九
）

『
海
南
市
史
通
史
編
』（
海
南
市
、
一
九
九
四
）

池
浦
正
春
「
近
世
海
南
地
方
に
お
け
る
塩
田
の

開
発
と
塩
業
の
推
移
」
（
『
海
南
市
研
究
』

四
、
一
九
七
九
）

重
見
之
雄
「
和
歌
山
の
塩
業
」
（
安
藤
精
一
編

『
和
歌
山
の
研
究　
第
四
巻　
近
代
篇
』
、
清

文
堂
、
一
九
七
八
）

西
山
雄
大
・
末
廣
香
織
「
塩
務
局
所
の
営
繕
に

お
け
る
標
準
設
計
の
手
法
～
庁
舎
の
等
級
区
分

に
着
目
し
て
～
」
（
『
都
市
・
建
築
学
研
究
』

三
九
、
二
〇
二
一
）

宮
本
八
束
「
紀
三
井
寺
の
塩
田
に
就
て
」

（
『
木
之
国
』
二
、
一
九
七
〇
）（

西
山
史
朗
）

井
寺
村
誌
』
）
。

　
こ
の
よ
う
に
明
治
三
十
二
年
の
時
点
で
は
、

海
水
か
ら
耕
地
を
守
る
必
要
が
あ
る
う
え
に
、

河
川
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
た
た
め
で
し
ょ

う
、
工
事
費
が
嵩
も
う
と
も
新
た
に
特
別
税
を

導
入
し
て
ま
で
河
川
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
こ
の
時
点
で
河
川
を
廃
止
す
る
う
ご
き
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
。
塩
業
を
行
う
う
え
で
、
紀
三

井
寺
村
内
の
多
く
の
河
川
は
必
要
不
可
欠
な
存

在
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、

塩
業
が
廃
止
す
る
と
と
も
に
河
川
の
役
割
も
喪

失
し
得
る
こ
と
を
意
味
し
ま
し
た
。

　

昔
時
製
塩
上
ノ
必
要
ニ
據（

よ
）

リ
（
中

略
）
河
川
ノ
数
多
ク
、
随

（
し
た
が
っ
て
）

テ
堤
塘
ノ

修
理
保
存
費
ニ
年
ニ
多
額
ヲ
要
シ
、
到
底

永
ク
其

（
そ
の
）

負
担
ニ
堪
ユ
ベ
カ
ラ
ス
。
故
ニ

不
要
ニ
属
ス
ル
河
川
堤
塘
ヲ
廃
除
シ
（
中

略
）
又
有
要
ナ
ル
河
川
ハ
狭
キ
ハ
拡
メ
浅

キ
ハ
深
メ
、
以
テ
実
際
航
通
ニ
支
障
ナ
カ

シ
ム
ル
等
、
河
川
ノ
整
理
ハ
最
モ
必
要
ナ

ル
事
業
ナ
ル
ヲ
信
ス（

ず
）
。　
　
　

　
右
は
「
村
会
議
案
」
所
収
の
、
塩
業
廃
止
一

年
後
の
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
紀
三
井

寺
村
会
の
議
件
で
す
。
か
つ
て
製
塩
を
し
て
い

た
関
係
で
河
川
の
数
が
多
く
、
堤
防
の
維
持
に

は
毎
年
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
が
、
長
期

間
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
ゆ
え
に
不
要

と
な
っ
た
河
川
と
堤
防
は
廃
止
し
、
活
用
で
き

る
河
川
は
（
川
幅
が
）
狭
け
れ
ば
拡
張
し
、

（
水
底
が
）
浅
け
れ
ば
深
く
し
舟
の
通
行
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
河
川
の
整

備
は
最
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
、
と
述
べ
ま

す
。
「
不
要
ニ
属
ス
ル
」
河
川
と
は
塩
業
に
利

用
し
て
い
た
河
川
で
、
「
有
要
ナ
ル
」
河
川
と

は
、
紀
三
井
寺
楼
門
付
近
か
ら
和
歌
の
浦
に
至

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
村
内
の
塩
の
輸
送
で
も
川

舟
が
活
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
『
紀
三
井
寺
村
誌
』
に
「
雑（

和
歌
川
）
賀
川
ハ
紀
ノ

川
ノ
支
流
ニ
シ
テ
和
歌
山
市
ヨ
リ
来
リ
村
ノ
西

端
ヲ
南
流
シ
テ
琴
ノ
浦
ニ
注
グ
（
中
略
）
マ
タ

此
潮
水
ヲ
塩
田
ニ
引
用
シ
テ
食
塩
製
造
ノ
用
ニ

供
ス
」
と
記
し
て
お
り
、
河
川
は
輸
送
だ
け
で

な
く
製
塩
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
塩
業
に
使
わ
れ
た
河
川
が
、
塩
業
の
停
止
と

と
も
に
活
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
は
自
然
の
成

り
行
き
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
削
減
ま
で
行

う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由

は
次
の
二
つ
の
史
料
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

紀
三
井
寺
村
ノ
耕
地
ハ
和
歌
川
或

（
あ
る
い
は
）

ハ

亀
ノ
川
ヲ
帯（

お
び
）ヒ

、
且
ツ
海
岸
ニ
接
近
セ

ル
ヲ
以（

も
っ
て
）テ

潮
水
ノ
出
入
甚
ダ
シ
ク
、

随
（
し
た
が
っ
て
）

テ
土
木
工
事
ハ
充
分
堅
固
ニ
修
繕

セ（
せ
ざ
れ
ば
）

サ
レ
ハ
、
其

（
そ
の
う
れ
い
）

患
ヲ
免（

ま
ぬ
が
）カ

ル
ル
ヿ

（
こ
と
）

不
（
あ
た
わ
ず
）

能
、
為
メ
ニ
歳
多
額
ノ
土
木
費
ヲ
要

セ
リ
。 

（
仮
四
八
三
四
）

　
こ
れ
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
の
紀

三
井
寺
村
会
で
提
案
さ
れ
た
「
特
別
税
新
設

理
由
」
の
一
文
で
す
。
村
の
耕
地
は
和
歌
川
や

亀
の
川
、
海
に
接
し
て
い
る
た
め
海
水
の
流
入

出
が
多
い
。
ゆ
え
に
（
河
川
の
）
修
繕
工
事

を
し
っ
か
り
行
わ
な
け
れ
ば
被
害
を
蒙
る
。

（
被
害
を
防
ぐ
工
事
を
継
続
的
に
行
う
た
め
）

毎
年
多
額
の
土
木
費
が
必
要
で
あ
る
、
と
述
べ

て
い
ま
す
。
「
土
木
工
事
」
と
は
堤
防
の
工
事

で
し
ょ
う
。
津
波
や
高
潮
に
よ
っ
て
海
水
が
川

を
逆
流
し
堤
防
を
越
え
て
浸
水
す
る
恐
れ
が

あ
っ
た
こ
と
は
「
汐
入
図
」
か
ら
も
想
像
さ

れ
、
実
際
に
安
政
南
海
地
震
や
、
明
治
二
十
一

年
（
一
八
八
八
）
及
び
翌
年
の
暴
風
雨
で
は
津

波
、
高
潮
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
『
紀
三

写真⑫　和歌山市立博物館所蔵絵はがき
『和歌の浦名所　紀三井寺全景』（部分）

紀三井寺村内の河川の一つ。「村会議案」によ
れば、川幅約5～8ｍの河川があった。

写真⑬　「三葛塩舟船出の地」の碑
場所は現和歌山市三葛（地図②参照）
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動
揺
す
る
陸
奥
宗
光

動
揺
す
る
陸
奥
宗
光

―

三
国
干
渉
へ
の
初
動
対
応―

―

三
国
干
渉
へ
の
初
動
対
応―

令
和
三
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

　文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

―

『
紀
州
東
照
宮
文
書
』
よ
り―

―

『
紀
州
東
照
宮
文
書
』
よ
り―

南
竜
神
社
の
古
文
書

南
竜
神
社
の
古
文
書

令
和
三
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

令
和
三
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

令
和
３
年
度

　公
文
書
の
引
継
・
収
集

令
和
三
年
度

　公
文
書
の
引
継
・
収
集

岩
﨑
家
文
書
か
ら
み
る
、

和
歌
山
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
風
景

岩
﨑
家
文
書
か
ら
み
る
、

和
歌
山
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
風
景

ケ
ー
ス
展
示
か
ら

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
『
災
害
の
記
憶
』
を
未

来
に
伝
え
る
Ⅶ
』
を
発
行
し
、
両
市
町
内
に
全

戸
配
付
し
ま
し
た
。
冊
子
の
内
容
は
、
県
立
博

物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
左
記
の
と
お
り
地
元
行
政
関
係
者
や

県
内
外
の
研
究
者
を
交
え
て
現
地
学
習
会
を

開
催
し
、
事
業
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
当
初

は
令
和
四
年
二
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
に
上

富
田
町
・
田
辺
市
で
そ
れ
ぞ
れ
有
観
客
開
催
す

る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
た

め
、
無
観
客
で
開
催
し
て
動
画
を
収
録
し
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
（
県
立
博
物
館
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
リ
ン
ク
）
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
令
和
三
年
度
を
以
て
終
了
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
文
書
館
で
は
、
引
き
続
き

同
様
の
取
組
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
令

和
四
年
度
は
田
辺
市
の
う
ち
龍
神
村
・
中
辺
路

町
・
本
宮
町
を
対
象
地
域
と
し
て
、
県
立
博
物

館
な
ど
と
共
同
し
、
災
害
記
録
を
中
心
に
民
間

所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
文
書
館
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
令
和
三

年
度
に
か
け
て
、
県
立
博
物
館
、
県
教
育
庁
文

化
遺
産
課
、
和
歌
山
大
学
及
び
民
間
団
体
「
歴

史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
・
わ
か
や
ま
」
と
共
同
し

て
文
化
庁
補
助
金
事
業
「
地
域
に
眠
る
『
災
害

の
記
憶
』
と
文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承

す
る
事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
和
歌
山
県
内
各
地
の
地
震
・
津
波
・
洪
水
な

ど
過
去
の
災
害
に
関
す
る
記
録
や
記
念
碑
、
言

い
伝
え
な
ど
を
調
査
し
て
今
後
の
教
訓
と
し
、

併
せ
て
地
域
の
古
文
書
、
仏
像
、
祭
礼
な
ど
文

化
財
の
確
認
も
行
い
、
将
来
の
被
災
へ
の
備
え

や
盗
難
対
策
と
す
る
事
業
で
し
た
。

　
令
和
三
年
度
は
、
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
と
田

辺
市
（
旧
田
辺
市
・
旧
大
塔
村
域
）
で
事
業
を

実
施
し
、
調
査
の
成
果
と
し
て
、
冊
子
『
先
人

田
辺
会
場　
田
辺
市
立
中
部
公
民
館

①
「
田
辺
市
に
残
る
災
害
の
記
録
―
近
代
文

化
遺
産�

を
中
心
に
―
」

田
辺
市
教
育
委
員
会 
玉
置
梨
沙
氏

②
「
一
七
〇
七
年
宝
永
地
震
津
波
と
一
七
一
五

年
会
津
川
洪
水
―
田
辺
城
下
町
・
江
川
の
被

害
と
防
災
対
策
を
中
心
に
―
」

和
歌
山
県
立
博
物
館 

前
田
正
明
氏

③
「
一
八
五
四
年
安
政
地
震
津
波
の
記
憶
」

　
　
和
歌
山
県
立
文
書
館 

藤　
隆
宏

④
「
郡
役
所
の
生
字
引
、
明
治
二
十
二
年
大
水
害
を

記
録
す
る
―
宇
井
可
道�

「
璞
屋
随
筆
」
か
ら
―
」

和
歌
山
県
立
文
書
館 

砂
川
佳
子

⑤
「
田
辺
市
・
上
富
田
町
の
扇
踊
り
の
系
譜

と
現
状�

―
田
辺
市
鮎
川
の
調
査
か
ら
―
」

和
歌
山
大
学 

吉
村
旭
輝
氏

⑥
「
明
治
と
平
成
の
大
水
害
の
記
憶
と
教
訓
」

　
　
和
歌
山
大
学 

後　
誠
介
氏

上
富
田
会
場　
上
富
田
文
化
会
館

【
講
演
】

「
紀
伊
半
島
・
富
田
川
流
域
の
土
砂
災
害
」

（
一
財
）
砂
防
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
整
備
推
進
機
構

井
上
公
夫
氏

①
「
円
鏡
寺
に
残
さ
れ
た
富
田
川
災
害
記
―

土
砂
ダ
ム
の
恐
怖
を
伝
え
る
―
」

　
和
歌
山
大
学 

橋
本
唯
子
氏

②
「
富
田
川
に
刻
む
一
三
〇
年
の
歴
史
―
記

録
に
聞
く
記
憶
の
声
―
」

　
和
歌
山
大
学 

鈴
木
裕
範
氏

③
「
龍
松
山
城
跡
と
山
本
氏
」

　
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘 

田
中
元
浩
氏

④
「
興
禅
寺
所
蔵
の
文
化
財
に
つ
い
て
―
寛

文
期
か
ら
元�

禄
期
頃
を
中
心
に
―
」

和
歌
山
県
立
博
物
館 

新
井
美
那
氏

【
動
画
配
信
】https://www.youtube.com/playlist?list=PLCqUtN14-R4FFJ_asQNd9bI-LhuR7O1sF

現
地
学
習
会　
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
２
０
２
１
―
命
と
文
化
遺
産
と
を
守
る
―

宮
井
家
文
書
（
印
南
町
島
田
）

　
令
和
三
年
度
は
、
江
戸
時
代
に
日
高
郡
島
田

村
庄
屋
を
勤
め
た
宮
井
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た

文
書
一
三
点
が
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

伝
承
に
よ
る
と
、
宮
井
家
は
中
世
に
島
田
村
に

土
着
し
、
江
戸
時
代
初
頭
の
当
主
庄
左
衛
門

は
一
時
紀
州
藩
主
浅
野
家
の
家
臣
と
な
り
ま

す
が
、
故
あ
っ
て
浪
人
と
な
り
、
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
で
討
ち
死
に
し

ま
す
。
庄
左
衛
門
の
あ
と
武
右
衛
門
・
武
太

夫
・
武
八
郎
…
と
続
き
、
徳
川
家
が
藩
主
と

な
っ
た
紀
州
本
藩
領
南
谷
組
島
田
村
庄
屋
を
勤

め
ま
し
た
。

　
宮
井
家
文
書
に
は
、
同
家
の
由
緒
に
関
す
る

記
録
の
ほ
か
、
島
田
村
と
隣
村
と
の
境
目
争
い

や
、
村
民
に
対
し
て
藩
か
ら
認
め
ら
れ
た
漁
業

上
の
特
権
に
関
す
る
記
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
島
田
村
は
紀
州
藩
本
藩
領
で
し

た
が
、
周
囲
は
田
辺
領
の
村
々
に
囲
ま
れ
、
飛

び
地
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
宮
井
家
文

書
は
、
点
数
は
少
な
い
で
す
が
、
同
家
の
み
な

ら
ず
、
村
の
権
利
の
証
拠
と
し
て
、
大
事
に
伝

え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　
写
真
は
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
の
記
録

で
す
。
切
目
川
河
口
の
砂さ

し嘴
「
ゑ
び
す
松
原
」

（
現
在
の
印
南
町
島
田
・
浜
畑
地
区
）
の
領
有

を
め
ぐ
り
、
島
田
村
と
隣
村
の
田
辺
領
切
目
組

西に
し
野の

地じ

村
（
現
印
南
町
西
ノ
地
）
が
争
っ
た
事

件
に
つ
い
て
、
島
田
村
の
庄
屋
武
右
衛
門
と
百

姓
中
が
相
手
の
主
張
へ
の
反
証
を
列
挙
し
て
藩

の
奉
行
に
訴
え
た
文
書
で
す
。

　
島
田
村
は
、

・
印
南
浦
の
六
兵
衛
と
い
う
者
が
島
田
村
の
了

写真　宮井家文書のうち１「 乍
おそれながらごんじょう

恐言上 （島田村･西ノ地村境目争論につき）」
明暦４年（1658）８月

動
揺
す
る
陸
奥
宗
光

動
揺
す
る
陸
奥
宗
光

―

三
国
干
渉
へ
の
初
動
対
応―

―

三
国
干
渉
へ
の
初
動
対
応―

令
和
三
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

　文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

―

『
紀
州
東
照
宮
文
書
』
よ
り―

―

『
紀
州
東
照
宮
文
書
』
よ
り―

南
竜
神
社
の
古
文
書

南
竜
神
社
の
古
文
書

令
和
三
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

令
和
三
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

令
和
３
年
度

　公
文
書
の
引
継
・
収
集

令
和
三
年
度

　公
文
書
の
引
継
・
収
集

岩
﨑
家
文
書
か
ら
み
る
、

和
歌
山
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
風
景

岩
﨑
家
文
書
か
ら
み
る
、

和
歌
山
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
風
景

ケ
ー
ス
展
示
か
ら

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念
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法
方
用
利
■

◆

に
付
受
室
覧
閲

要
必
で
等
録
目
る
あ

を
等
書
文
料
資
な

請
申
覧
閲
し
索
検

受
え
う
の
入
記
に
書

だ
く
て
し
出
提
に
付

用
利
等
書
文

。

。

。

い
さ

館
閉
は
付
受
の

30
分

す
で
で
ま
前

◆

料
資
政
行
る
い
て
し
架
配
に
棚
書
室
覧
閲

い
さ
だ
く
て
し
覧
閲
に
由
自
は
料
資
考
参

◆

申
認
承
写
複
、は

合
場
る
れ
さ
望
希
を
写
複

だ
く
て
し
出
提
に
付
受
え
う
の
入
記
に
書
請

　

間
時
館
開

 

　
　
◆

　

　
　
　
　
　

前
午

10

　
　
◆

日
休
替
振
び
及
日
祝
・
日
曜
日
・
土

　

　
　
　
　
　

前
午

10

日
館
休
■

 

◆

と
る
な
重
と
日
休
替
振
は
又
日
祝
（
日
曜
月

　
　
　
　
　

）
日
平
の
後
の
そ

は
き

◆

始
年
末
年

　

12
月
29

◆

日
理
整
内
館

 　

日
４
月
１
・

　
　

）
日
５

は
き
と
の
日
曜
月
（

 　

12
月 

日
曜
木
２
第

）
日
翌
の
そ

、

、

、

は
き
と
る
な
重
と
日
祝
（

 　

間
期
理
整
別
特
・

　

10

）
回
１
年
（
間
日

い
な
ん
あ
ご
の
通
交
■◆

JR

ら
か
駅
市
山
歌
和
鉄
電
海
南
・
駅
山
歌
和

　

約
で
ス
バ

20
分

◆

分
３
約
歩
徒
車
下
停
ス
バ
松
高
ス
バ
山
歌
和

  

り
よ
だ
館
書
文
立
県
山
歌
和

　
第

号

和
令

４
年
９

30
月

日　

発　

行

行
発
・
集
編

　

館
書
文
立
県
山
歌
和

一
四
六
〒

－

一
五
〇
〇

七
目
丁
一
松
高
西
市
山
歌
和

－

八
三

 

　
　
　
　
　
　

内
館
学
志
に
く
の
き

 

電　
話　

三
七
〇

－

六
三
四

－

〇
四
五
九

Ｘ
Ａ
Ｆ

　

三
七
〇

－

六
三
四

－

一
四
五
九

印　
刷　

62

有
限
会
社
隆
文
社
印
刷
所

文
書
館
の
利
用
案
内

、、

、

高松北バス停
和歌山県立文書館

（きのくに志学館２階）

和歌山県歴史資料アーカイブアドレス
https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/index.html

解
を
得
た
上
で
藩
へ
届
け
出
て
認
可
さ
れ
、

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
か
ら
ゑ
び
す
松
原

で
地
引
網
を
創
業
し
た
こ
と

・
六
兵
衛
は
地
引
網
従
業
者
を
引
き
連
れ
て
ゑ

び
す
松
原
に
移
住
し
、
島
田
村
光
明
寺
の
檀

家
と
な
っ
た
こ
と

・
六
兵
衛
は
ゑ
び
す
松
原
に
新
畑
も
開
き
、
島

田
村
か
ら
藩
に
検
地
を
申
し
込
ん
だ
こ
と

な
ど
を
領
有
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
争
い
の
結
果
を
記
し
た
文
書
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
浜
畑
地
区
は

大
字
島
田
に
属
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
村
の
領
域
や
権
利
を
証
明
す

る
も
の
と
し
て
、
古
文
書
は
伝
え
ら
れ
て
き
た

の
で
す
。

　
な
お
、
宮
井
家
文
書
は
、
『
和
歌
山
県
古
文

書
目
録
Ⅳ
』
（
昭
和
五
十
一
年
）
に
一
二
点
が
目

録
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
う
ち
目
録
番
号
二
・

三
・
九
の
文
書
は
、
寄
贈
さ
れ
た
中
に
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
複
製
物
作
成
な
ど
、
皆
様
に

利
用
い
た
だ
く
た
め
の
整
理
を
進
め
て
い
き
ま
す

が
、
同
目
録
の
番
号
に
よ
り
原
本
の
閲
覧
が
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
御
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
当
館
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
文
書
館
に
は
、
和
歌
山
県
庁
の
永
久
保
存
文

書
の
う
ち
、
事
案
完
結
後
二
〇
年
を
経
過
し

た
も
の
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。
ま
た
、
知
事
部

局
・
県
議
会
事
務
局
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
監

査
委
員
事
務
局
・
労
働
委
員
会
事
務
局
・
収
用

委
員
会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・
内
水
面
漁

場
管
理
委
員
会
が
保
存
期
間
満
了
に
よ
り
廃
棄

す
る
有
期
限
文
書
の
う
ち
歴
史
的
価
値
が
あ
る

も
の
を
選
別
し
「
歴
史
文
書
」
と
し
て
収
集
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
に
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
た
永

久
保
存
文
書
は
六
五
一
冊
で
す
。
平
成
五
年
開

館
以
降
の
累
積
冊
数
は
、
二
四
、
四
四
六
冊
に

な
り
ま
し
た
。

　

歴
史
文
書
の
収
集
冊
数
は
一
、
二
七
二
冊

で
、
そ
の
う
ち
六
二
一
冊
が
知
事
部
局
本
課
か

ら
収
集
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
年
、
和
歌
山
県

全
体
で
は
、
合
計
二
八
、
四
二
七
冊
の
文
書
が

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
う
ち
の
四
・

四
％
が
、
歴
史
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
開
館
以
降
の
歴
史
文
書
の
累
積
冊
数
は
、

一
〇
、
六
七
一
冊
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
文
書
館
で
保
存
・
整
理
さ

れ
、
事
案
完
結
後
三
〇
年
が
経
過
し
、
か
つ
個
人

情
報
保
護
な
ど
の
問
題
が
な
く
な
っ
た
も
の
か
ら

御
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
永
久
保
存
文
書
の
う
ち
、
個
人
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、

情
報
公
開
制
度
に
則
り
、
県
庁
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

『
紀
要
』
訂
正
の
お
知
ら
せ
と
お
詫
び

　
令
和
四
年
三
月
発
行
『
和
歌
山
県
立
文
書

館
研
究
紀
要
』
第
二
十
四
号
掲
載
の
、
西
山

史
朗
「
資
料
紹
介　
和
歌
山
県
立
文
書
館
所

蔵
文
応
二
年
忍
空
書
写
の
奥
書
を
も
つ
『
覚

源
抄
』
」
の
標
題
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
資
料
紹
介　
和
歌
山
県
立
文

書
館
所
蔵
文
応
元・

年
忍
空
書
写
の
奥
書
を
も

つ
『
覚
源
抄
』
」
で
す
。

　
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
訂
正
い

た
し
ま
す
。

動
揺
す
る
陸
奥
宗
光

動
揺
す
る
陸
奥
宗
光

―

三
国
干
渉
へ
の
初
動
対
応―

―

三
国
干
渉
へ
の
初
動
対
応―

令
和
三
年
度
文
化
庁
補
助
金
事
業

地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と

　文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業

―

『
紀
州
東
照
宮
文
書
』
よ
り―

―

『
紀
州
東
照
宮
文
書
』
よ
り―

南
竜
神
社
の
古
文
書

南
竜
神
社
の
古
文
書

令
和
三
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

令
和
三
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介

令
和
３
年
度

　公
文
書
の
引
継
・
収
集

令
和
三
年
度

　公
文
書
の
引
継
・
収
集

岩
﨑
家
文
書
か
ら
み
る
、

和
歌
山
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
風
景

岩
﨑
家
文
書
か
ら
み
る
、

和
歌
山
紀
三
井
寺
村
地
域
の
塩
業
風
景

ケ
ー
ス
展
示
か
ら

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念

徳
川
家
入
国
四
〇
〇
年
記
念


